
観点ごとの評価規準作成のポイント 

１ 知識・技能 

  ・話合いや実践活動における意義の理解や基本

的な知識・技能の習得として捉えます。 

  ・文末は「理解している」「身に付けている」。 

２ 思考・判断・表現 

  ・習得した基本的な知識・技能を活用して課題

を解決することと捉えます。 

  ・文末は「している」。 

３ 主体的に学習に取り組む態度 

  ・自己のよさや可能性を発揮しながら、主体的

に取り組もうとする態度として捉えます。 

  ・文末は「しようとしている」。 

※学級活動（１）（２）（３）については、発達段階

に応じて、低・中・高学年ごとに評価規準を作成

することが考えられます。その他は全学年共通。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校特別活動のポイント 
目標－指導－評価の一体化のための学習評価 

令和２年７月 置賜教育事務所 指導課 
参考 文部科学省  国立教育政策研究所 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校特別活動（令和２年３月） 

 

小学校特別活動について、「各学校で定める評価の観点」及び「内容のまとまり」の考え方を踏まえた評価規準の作成から、評価

の総括までの一連の流れを、高学年の「学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画」の事例を中心に説明します。 

 
Ⅰ 「評価の観点」とその趣旨、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する流れ 

１ 

【Step１】  学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知（H31.3.29 初等中等教育局長通知「小学校、中学校、高
等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」）を確認します。 

 

 

 

）を確認します。 

【Step３】  学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説に例示された「各活動・学校行事にお
ける育成を目指す資質・能力」を参考に、各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定します。 

 

特別活動の「内容のまとまり」 

１  学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画 

２  学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

３  学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

４  児童会活動 

５  クラブ活動 

６  学校行事（１）儀式的行事 

７  学校行事（２）文化的行事 

８  学校行事（３）健康安全・体育的行事 

９  学校行事（４）遠足・集団宿泊的行事 

１０ 学校行事（５）勤労生産・奉仕的行事 

Ｐｏｉｎｔ！ 

【Step２】  学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ、改善等通知の例示を参考に、特別活動の「評
価の観点」とその趣旨を設定します。 

 

 

 

）を確認します。 

［事例］ オーソドックスな「評価の観点」とその趣旨の設定例 

［別例］ “社会参画”に重点化を図った「評価の観点」とその趣旨の設定例 

評価の 

観点 

多様な他者と協働するために 

必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするための 

思考・判断・表現 

主体的に集団活動や生活を 

よりよくしようとする態度 

そ 
の 
趣 
旨 

学級・学校生活の充実のため
に主体的に参画することの意
義や、そのための話合いの手順
を理解している。 
学級会等における合意形成

の図り方などの技能を身に付
けている。 
 

学級・学校生活の充実・向上の
ために課題を考え、話し合い、集
団としての解決方法を、合意形成
を図って決定したり、自分の実践
目標を意思決定したりしている。 
 
 
 

学級・学校の生活の改善・充実
を図るために、多様な他者のよさ
を生かし、協働して実践しようと
している。 
なりたい自分を目指し、これま

での自分を振り返り、これからの
集団活動や生活に生かそうとし
ている。 

 

【Step４】  「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。 

評価の 

観点 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

そ 
の 
趣 
旨 

多様な他者と協働する様々な集団
活動の意義や、活動を行う上で必要と
なることについて理解している。 
自己の生活の充実・向上や自分らし

い生き方の実現に必要となることに
ついて理解している。 
よりよい生活を築くための話合い

活動の進め方、合意形成の図り方など
の技能を身に付けている。 

所属する様々な集団や自己
の生活の充実・向上のため、問
題を発見し、解決方法について
考え、話し合い、合意形成を図
ったり、意思決定したりして実
践している。 
 
 
 

生活や社会、人間関係を
よりよく築くために、自主
的に自己の役割や責任を果
たし、多様な他者と協働し
て実践しようとしている。 
主体的に自己の生き方に

ついての考えを深め、自己
実現を図ろうとしている。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 児童の活動 
◎目指す児童の姿 

【観点】 〈評価方法〉 

○月○日（ ） 

業間休み 

・提案ポストの議題案を確認し、選定する。 

 （計画委員会） ◎「がんばったね集会」への見通し

をもち、意欲的に取り組もうとし

ている。 

 【主体的態度】 

〈学級会ノート〉 

 

◎友達のがんばりを認め合うこと

ができる集会の内容を学級会ノ

ートに書いている。 

 【思考・判断・表現】 

 〈観察・学級会ノート〉 

○月○日（ ） 

帰りの会 

・議題を決定する。 

 （学級全員） 

○月○日（ ） 

昼休みなど 

・活動計画を作成する。（提案理由、話合いのめあて、話

し合うこと、決まっていること等を確認する） 

・学級会の進行の仕方を確認する。 

・学級活動コーナーに掲示する。 

 （計画委員会） 

○月○日（ ） 

帰りの会 

・学級会ノートに自分の考えを記入する。 

 （学級全員） 

○月○日（ ） 

昼休み 

・学級会ノートに目を通し、書かれた意見を整理する。 

 （計画委員会） 

 

 

 

 

 
Ⅱ 指導と評価の計画を立てる 

２ 

［事例］ 「学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準の例（第５学年及び第６学年） 

［別例］ 「学校行事（２）文化的行事」の評価規準の例 

１  学級活動（１）で育成を目指す資質・能力 

  ○  学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組む

ことの大切さを理解し、合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。 

  ○  学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために話し合い、

多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践することができるようにする。 

  ○  生活上の諸問題の解決や、協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし、

学級や学校における人間関係をよりよく形成し、他者と協働しながら日常生活の向上

を図ろうとする態度を養う。 

２  学級活動（１）の第５学年及び第６学年の評価規準  （※本ページ上部の［事例］のとおり） 

３  指導と評価の計画   ※第５学年 学級活動（１）  議題「がんばったね集会をしよう」を例に 

（１）事前の活動 

（２）本時の展開 

  ①本時のねらい  １年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」をするために、集会

の内容を考えることができるようにする。 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

○みんなで楽しく豊かな学級や学校の
生活をつくるために他者と協働して
取り組むことの意義を理解している。 
○合意形成の手順や深まりのある話合
いの進め方を理解し、活動の方法を身
に付けている。 

○楽しく豊かな学級や学校の
生活をつくるために、問題を
発見し、解決方法について多
様な意見のよさを生かして
合意形成を図り、信頼し支え
合って実践している。 

○楽しく豊かな学級や学校の生
活をつくるために、見通しをも
ったり振り返ったりしながら、
自己のよさを発揮し、役割や責
任を果たして集団活動に取り
組もうとしている。 

 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

○文化的行事の意義や日ごろの学
習成果を発表する方法、鑑賞の
仕方について理解し、互いに発
表したり、鑑賞し合ったりする
活動に必要な知識や技能、マナ
ーなどを身に付けている。 

○学校や学年の一員として、楽しく豊
かな学校生活にするために、多様な
文化や芸術について、自他のよさに
ついて考えたり、学習の成果を発表
し合ったりして、互いのよさを認め
合いながら実践している。 

○多様な文化や芸術に親しむと
ともに、自他のよさを見付け合
い、自己を伸長し、見通しをも
ったり振り返ったりしながら、
文化的行事に積極的に取り組
もうとしている。 

 

学習指導要領解説

に例示された、「学級

活動（１）において育成

を目指す資質・能力」

を参考に、各学校にお

いて設定します。 



 

話合いの順序 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】 〈評価方法〉 

１ はじめの言葉 

２ 計画委員の自己紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由や話合いの

めあての確認 

 

 

５ 決まっていることの

確認 

・めあてをもって自分の役割に臨むことができ

るようにする。 

・提案者の思いや願いを全員が理解し、学級全

員の問題であることを確認する。 

話合いのめあて 

 「がんばったことを振り返ることができる集

会の内容と工夫を考えよう。」 

・決まっていることを確認する。 

  ①日時：○月○日○時間目 

  ②場所：教室 

  ③内容：ゲームで１つ、それ以外で１つ 

 

６ 話合い 

 

（１）話し合うこと１ 

「何をするか。」 

 

（２）話し合うこと２ 

「がんばりを認め合う

工夫はどうするか。」 

 

（３）話し合うこと３ 

「どんな係が必要か。」 

・司会が進行に困った時は方向性を示唆し、児

童の合意形成を方向付ける助言はしない。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合は、適切

に助言する。 

・必要に応じて、自分の意見に固執せず、納得

した上で考えを変えるなど、折り合いをつけ

て合意形成を図ることの大切さについて助

言する。 

・これまでの集会の経験をもとに、必要な係に

ついては事前に短冊を用意しておき、今回新

たに必要な係について話し合う。 

◎これまでの集会活動の経験を

生かしたり、友達の意見のよさ

を生かしたりして、「がんばっ

たね集会」の内容や工夫につい

て考えている。 

◎みんなでがんばったことを認

め合う内容はどれがよいか、根

拠を明確にしながら発言した

り、友達の意見と比べて聞いた

りしている。 

 【思考・判断・表現】 

 〈発言・観察〉 

７ 決まったことの発表 

８ 話合いの振り返り 

 

９ 先生の話 

 

 

 

 

 

 

 

１０ おわりの言葉 

・よかった点や課題について自己評価し、友達

のよかった点などについて相互評価できる

ように助言する。 

・終末の助言では、「①前回の話合いと比べて

よかった点、合意形成したことへの価値付け

や賞賛、②今後の課題、③計画委員へのねぎ

らい、④今後の見通しや実践に向けての意欲

付け等」について簡潔に述べる。 

・提案理由を意識した発言や建設的な発言、意

欲的に参加していた児童を賞賛する。 

・実践への見通しをもち、意欲が高まるように

言葉がけを行う。 

 

 

日 時 児童の活動 
◎目指す児童の姿 

【観点】 〈評価方法〉 

○月○日（ ） 

帰りの会 

・決まったことを学級活動コーナーに掲示する。 

・役割分担が決まっていなければ、係の分担をする。 
◎「がんばったね集会」のめあてを意

識して、友達と協力して取り組んで

いる。 

 【思考・判断・表現】〈学級会ノート〉 

○月○日（ ） 

 ～○日（ ） 

休み時間等 

・係ごとに計画を立てて、協力して準備をする。 

・帰りの会などで、係ごとに経過報告を行ったり、お

知らせを伝えたりする。 

○月○日（ ） 

○時間目 

・「がんばったね集会」を行う。 

○月○日（ ） 

 

・一連の活動を振り返る。 ◎「がんばったね集会」の成果と課題

を振り返り、自他のがんばりに気付

いたり、次の活動に生かそうとした

りしている。 

 【主体的態度】〈学級会ノート・観察〉 

 
３ 

  ②教師の指導計画 

（３）事後の活動 

十分満足できる活

動の状況を的確に見

取るため、具体的な児

童の姿をいくつか想

定して記述します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 氏 名 知・技 思・判・表 主体的態度 メモ 総括 

１ ＡＡ ＡＡ  ○  ○  ○○ 
7/16 集会の準備を休み時間に一生懸命行

い、全員分のメダルをつくっていた。 
○ 

２ ＢＢ ＢＢ  ○  ○  ○ 
9/17 学級会では、みんなが納得するアイデ

アを改善策として発表していた。 
○ 

３ ＣＣ ＣＣ    
 

 
 

４ ＤＤ ＤＤ    ○ 
 

 
 

５ ＥＥ ＥＥ  ○○ ○○○ ○○ 

6/15 準備したりクイズを考えたりと主体的

に活動し、みんなを楽しませた。 

9/17 司会を務め、出された意見を生かして

合意形成を図ろうとしていた。 

○ 

 

 

 

 

 

４ 

 
Ⅲ 観点別学習状況の評価 

※学級活動（１）の評価については、話合いのめあてや提案理由に沿って考え発表し合っているかなど、児童の活動の様

子を観察して見取ることが中心となりますが、学級会ノートの記述も評価の参考にすることができます。話合い活動だ

けでなく、一連の活動の振り返りを行うことで、児童自身の成長の実感や新たな課題の発見につなげることができます。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

 
Ⅳ 観点別学習状況の評価の総括 

※内容のまとまりごとに、児童の様子を観察したり記述を参考にしたりしながら、機会を捉えて評価したものを、

評価補助簿（学期や年間を通して一覧で見ることができるようにしたもの）に記録しておくことが考えられます。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

※学級活動（１）の補助簿の例 

「○」やメモがない児童については、よさを

積極的に見取るため、機会を捉え重点的に評

価したり、課題を把握して個別の指導を図った

りして、評価を指導に生かすことが重要です。 

※児童指導要録には、学級活動（１）（２）（３）のそれぞれの実践をもとにした評価を総合的に判断して、学

級活動として十分に満足できる活動の状況であると判断できる児童に「○」を付けます。学校行事も同様。 

※児童会活動及びクラブ活動については、観点別学習状況の評価の総括を児童指導要録に記載します。 

※児童会活動、クラブ活動及び学校行事においては、学級担任以外の教師が担当する場面も多いため、評価に

必要な資料の収集や教師間の情報交換等、評価体制を確立し指導に生かすことが求められます。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

※第５学年 学級活動（１）  議題「がんばったね集会をしよう」を例に 


